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Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第14,18,19回WG 基本Ⅳ-16 WebNACCS（海上入出港業務）の改善（1）

WebNACCS（海上入出港業務）について、利便性、操作性等の向上を目的として改善を行う。

詳細仕様検討結果

①画面遷移の見直し 入港前統一申請業務にてドロワーメニューを設置し、申請メニュー間のページ遷移機能の強化、書類の作成状態を可視化する。
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アイコン 説明

申請書類一覧の送信対象をチェックする

入力[書類]画面で一時保存をする
（仮登録含む）

エラーチェック・送信により、エラーを検出する

ログイン ドロワーメニュー
ドロワーメニューの開閉状態をページを移動した際も引き継
げるよう、ピン留機能を実装

ピン留ON ピン留OFF

ドロワーメニュー内のステータス
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入出港 海上 第14,18,19回WG 基本Ⅳ-16 WebNACCS（海上入出港業務）の改善（2）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

呼出済の申請には、ドロワー
メニューに呼出済アイコン
を表示する。

呼出済状態の申請には、「ステータス:呼出済」
を表示し、青色の背景色にする。

第6次NACCSと同様のメッセージを表示する。

②モバイル対応 ④申請情報呼出時のステータス表示追加
呼出済の申請について、呼出済ステータスが表示されるよう改善する。

③海上入出港業務のメインメニュー画面からWNC業務を削除

WVS業務の改善により、海上入出港業務関連の帳票を取得するため、
WNC業務を利用する必要がなくなることから、海上入出港業務のメインメニュー
画面からWNC業務を削除する。

・入力項目が多いため、利用する端末としては、タブレット端末を想定。
スマートフォンでも利用は可能とする。

・対象OSは、iOS、iPadOS、Androidに対応予定、
対象ブラウザは、Safari、GoogleChromeに対応予定。
※対象OS、ブラウザのバージョンは決定次第、周知予定

入出港 海上 第14,18,19回WG 基本Ⅳ-16 WebNACCS（海上入出港業務）の改善（3）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

登録されていない旨を示す通知メッセージを表示する。

未登録項目の背景色を変更する。

未登録のまま、別の画面へ遷移しよう
とした場合、ダイアログを表示する。

⑥宛先表示順の変更
手続の流れに併せ、申請先表示順を変更する。

⑤WAS業務への登録忘れ防止メッセージの追加
宛先未完了のまま、業務終了してしまうことを防止するため、改善を行う。

宛先表示順を「港内交通管制室→海上交通
センター→海上保安部署」に変更する。

変更対象
・サブメニュー画面およびドロワーメニュー
・入力（書類）画面のドロワーメニュー
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入出港 海上 第14,18,19回WG 基本Ⅳ-16 WebNACCS（海上入出港業務）の改善（4）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

⑦WebNACCS（海上入出港業務）におけるグリッド機能の追加
第7次NACCSでは、WebNACCS（海上入出港業務）においてもグリッド機能を提供する。

グリッド機能イメージ図
 提供するグリッド機能
・グリッド（表）のビュー
・グリッド（表）のコピー
・グリッド（表）への貼り付け
・グリッド（表）への行の挿入
・グリッド（表）の行の削除

 グリッド機能を提供する情報
※括弧内にグリッドで登録可能な件数を記載
・乗組員情報（30人）
・旅客情報（20人）
・危険物情報（20件）
・船用品情報（50件）
・本邦入港前外国の寄港地情報（30港）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-10 WVS業務の改善

入出港関連の帳票を確認・取得する業務を一本化する。

詳細仕様検討結果

入出港関連の帳票確認業務は、書類毎に「帳票確認（WNC）」業務と「書類状態確認（WVS）」業務を使い分ける必要があったが、
次期WebNACCSにおいては、入出港関連の帳票確認業務をWVS業務に一本化する。

WNC業務でしか取得ができなかった入出港関連の帳票を
WVS業務で取得できるように改善する
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Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-10 CSVファイル作成ツールの改善及びWUD業務の改善（1）

乗組員・旅客・危険物作成ツールでのCSV保存の際に、ファイル名称を任意で設定できるように変更を行う。また、アップロード後のファイル選択や検索方法を改善する。

詳細仕様検討結果

ツール内に「ファイル名」欄を追加し、任意のファイル名を設定可能とする。

入力されたファイル名で保存する。
※ 接頭辞の「crew_」「pass_」「dang_」、末尾の「.csv」は自動で付与する。

（例）「内航丸_20220101」と入力して乗組員CSV出力した場合は、
「crew_内航丸_20220101.csv」というファイル名で保存される。

Ⅷ 詳細仕様検討結果

アップロード画面 アップロード情報検索画面

備考欄:xxxxx

アップロード結果画面

備考欄

アップロード情報検索結果画面

アップロード画面に戻り、
続けてアップロードが可能

備考欄 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

全角入力、50文字程度
半角入力、100文字程度

備考欄 XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

検索キーとしても
「備考欄」を追加

アップロード時に入力
した備考を表示

項目「備考欄」を追加し、任意の文字列を登録可能にする。
登録した文字列によるアップロードファイルの検索を可能にし、登録した文字列は検索結果表示画面に表示する。
また、連続でのファイルアップロードを可能とするため、アップロード結果画面より、アップロード画面に戻ることができるよう画面遷移を改善する。

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-10 CSVファイル作成ツールの改善及びWUD業務の改善（2）
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Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-10 WOT業務の改善

「出港届等（WOT）」業務（内航）にて、「入港届等」を呼出可能業務とする。

詳細仕様検討結果

呼び出し可能業務

船舶基本情報登録（内航）
入港前統一申請（内航）
入港届等（内航）
出港届等（内航）

Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第18回WG 基本Ⅳ-14 不開港から不開港への船舶出入港に係る許可申請のシステム可能化

出港届等(VOX等)業務に紐づけ可能な「不開港出入許可申請番号」項目を1欄から8欄に増加することにより、不開港出入許可申請(CPC等)業務において、開港の
次港以降最大8港まで不開港出入許可申請(CPC等)業務を行うことを可能とする。

詳細仕様検討結果

開港の次港以降最大8港まで不開港出入許
可申請（CPC等）業務を行うことが可能。

船舶運航情報
登録

VTX01等

入港届等

VIX等

不開港出入許
可申請2
CPC等

不開港出入許
可申請1
CPC等

開港 不開港1 不開港2 外国

出港届等

VOX等

不開港1にかかる出入許可申請

不開港2にかかる出入許可申請

95



Ⅷ 詳細仕様検討結果

詳細仕様検討結果

ファイル申請業務（WFT／KFT）について、検疫所宛にファイル添付をできるよう変更する。（現行の港湾管理者宛の添付ファイル機能と同等）
添付可能とする申請は、「入港通報」「検疫通報」「入港届（明告書含む）」とする。

<WFT>ファイル申請:申請書類へのファイル添付

添付対象情報種別名に以下の書類を
追加する。
・入港通報
・検疫通報
・入港届（明告書含む）

<KFT>ファイル申請:申請書類へのファイル添付

添付対象情報種別名に以下の書類を追加する。
入港通報、検疫通報、入港届（明告書含む）

宛先に検疫所様を設定
可能に変更する。

宛先に検疫所を設定可能にする

WFT・KFT画面

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-4 入港通報等の添付ファイル機能の追加

海港検疫申請時の添付ファイル機能を追加する。

Ⅷ 詳細仕様検討結果

入出港 海上 第14回WG 基本Ⅳ-4 検疫所への本邦寄港地情報の通知

検疫所へ本邦寄港地情報を通知する。

詳細仕様検討結果

現行の検疫所側のシステムにおいては、当港入港前本邦寄港地情報が表示されない仕様となっているため、申請者よりFAX等で追加情報を取り寄せていたが、システム
上で当港入港前本邦寄港地情報を確認できるよう仕様変更を行う。

当港入港前本邦寄港地情報欄に出港年月日を入力する申請項目を
追加する。
・出港年月日については「任意」項目とする。
・日付として正しい値（存在する日付）であることをチェックする。

※船舶運航情報登録（VTX01）の出港年月日も「任意」
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